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日本人間工学会誌 クラスファイルの使い方

鈴木花子 ，山田太郎 ，佐藤一郎

日本人間工学会誌の クラスファイル （ ）の使い方を説明します．

本クラスファイルに基づく記述の仕方，使用上の注意点，ならびにタイピングの際の注意事項を説明

します．本クラスファイルはアスキー版 に基づいて作成しています．

（キーワード： ，アスキー版 ）

まえがき

論文執筆上の注意事項は，「『人間工学』誌投稿規定」
を参照してください．ここでは，本クラスファイルの
使用に関する点のみを説明します．
本クラスファイルは，日本人間工学会誌の組版体裁

に従って各種パラメータ及び出力形式を変更していま
す．いくつかの変更点を箇条書にします．
本文の字体のサイズ（ ）を写植の単

位の 級（ の大きさの文字， 相
当）に設定

， ， など
の字体の大きさ，上下アキ

， 環境を （ 相当の文字）
に設定
キャプションの体裁
リスト環境の体裁（ 環境， 環

境， 環境など）
別行立て数式をセンタリングではなく，先頭から

字下げで組む（ を一部修正したものを組
み込んでいます）
脚注及び脚注マークの出力体裁の変更
出力例（注 ）
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参考文献及び参考文献マークの出力体裁の変更
出力例 ）

などです．したがって，レイアウトに関係するパラメー
タは絶対に変更しないでください．
この 自身が でコンパイ

ルでき，組版体裁のサンプルにもなっています。

掲載決定後のデータ提出について

投稿時には「人間工学」誌投稿規定に基づき， の
用紙に印刷した原稿を提出して下さい．査読後，掲載
決定となった論文については印刷に必要なデータの提
出をお願いします．データ提出時に必要なものを以下
に列挙します．

□ ソースファイル
□ 著者独自のマクロファイル
□ コンパイルに必要な特殊なスタイルファイル，パッ
ケージ
□ 図版を取り込んでいる場合，そのすべての

ファイルとプリントアウト出力
□ 図版を取り込んでいない場合，すべての図版の原図

データ提出には， ， などのメディアを使用し
てください．フォーマットは または で
お願いします．データを圧縮して保存した場合，圧縮
に使用したツール名を添えてください．

（注 ） このように出力されます．
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クラスファイルの説明

用意されているファイル

用意されているファイルは以下のとおりです．

日本人間工学会 クラスファイル（和文用）

日本人間工学会 クラスファイル（欧文用）

作業用テンプレートファイル

このファイル

和文サンプルファイル

欧文サンプルファイル

テンプレートと記述方法

本クラスファイルとともに添付されている
にテンプレートがあるので，それをも

とに順に説明していきます．

資料
原著
短報
技術報告
総説

柱用タイトル 日本語タイトル
サブタイトル

受付け・受理年月日

鈴木花子 日本人間工学会

山田太郎 東西大学

佐藤一郎

まえがき

引用文献
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は投稿の種類の指定です． に指定
する文字の対象は
資料，原著，短報，技術報告，総説

の 種類です．
短報，技術報告，総説を指定すると，欧文抄録，和

文抄録，キーワードは出力されなくなります．
には巻数を指定します．
には号数を指定します．
には西暦を指定します．西暦の下 桁を入

れてください．
， ， に指定したものが，偶数ページ

の柱（ページ下部のページ数の横に出力される部分）
に出力されます．

には欧文タイトルを指定します．タイト
ルページ右上にボールド体で出力されます．

には欧文著者名を指定します．姓をす
べて大文字，名を頭のみ大文字で，以下のように指定
してください．

人の場合

のようにそのまま入力してください．
人の場合

のように 人の間に を入れてください．
人以上の場合

のように最後の著者とその前の著者の間に を入れ，
それ以外の著者間には を入れてください．

には和文タイトルを指定します．任意の
場所で改行したい場合は， で改行してください．

の引き数は，奇数ページの柱にも出力され
ます．タイトルが長すぎて柱が見にくくなる場合は，

柱用に短くしたタイトル タイトル

という形で，柱用の短いタイトルを指定してください．
はサブタイトルを出力したい場合に

指定してください．
には論文の受付け日を指定してくだ

さい．
には論文の受理日を指定してください．

には和文著者名を指定します．
和文著者名に続けて にはそれぞれ和

文所属，欧文所属を指定してください．このとき和文
著者名と の間に空白を入れないように
してください．
× 鈴木花子
○ 鈴木花子
先に記述した所属と同じ所属を表示させたい場合は，

を使用して指定してください．

　佐藤一郎

このとき の前に空白を入れないように
してください．
× 鈴木花子
○ 鈴木花子
所属が複数ある場合も， を使用します．

　佐藤一郎
　佐藤一郎

著者が複数いる場合は， ， の後ろ
に を使用し，次の著者を記述していくようにし
てください．最後に記述する著者につける必要はあり
ません．

鈴木花子 日本人間工学会

山田太郎
佐藤一郎 東西大学

欧文抄録は 環境に，和文抄録は
環境に，キーワードは 環境にそ

れぞれ記述してください．
は必ずこれらの後ろに記述してくだ

さい．
この後に本文が続きます．
謝辞を記述する際は， というコマンドを使用

してください．上に 行空き，ゴシック体の 謝　辞
という文字が出力されます．

参考文献の後で引用文献を記述したい場合は，
環境の前で と

してください． 引用文献 と出力されます．
付録を記述する場合は，必ず コマン

ドを記述し， 中に見出し名を入れてくだ
さい．
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見出しの字どり

， ， につい
ては，その見出しが 字の場合， 字どりになるよう
に設定しています．

ディスプレー数式

数式の頭は左端から 字下げのところに，また，
数式番号は右端から 字入ったところに出力される設
定になっています．数式に折り返しのある場合は，こ
の設定を前提に調整してください．
のオプションとして を指定する必要はありま
せん．
本誌の場合， 段組みで 段の左右幅がせまいため，

数式と数式番号が重なったり，数式がはみ出したりする
ことが頻繁に生じると思われるので，
のメッセージには特に気をつけてください．
（注意） ～ を用いたディスプレー数式は，数式が
センタリングされて出力されてしまうので， ～ を
用いるようにしてください．

図 表

図について
基本的に 形式のものを読み込むように
してください．
例えば，パッケージとして

を指定し，

のような指定の仕方をします．
図表の出力位置を指定するオプションとして，
は使わず， ， ， などを指定して，ページ
の天か地に出力させるようにしてください． 段抜き
の図表の場合は， ， のみです．

ポストスクリプトについて
フォントはポストスクリプトの標準フォント以外

は使わないでください．文字バケの原因になります．
プリンタが異なると同じ解像度であっても線や文

字の太さが微妙に変わります．

表 表の例

□□□□□□□□□■ ↓普通の罫□□□□■
□□□□□□□□□■ □□□□□□□□□■
□□□□□□□□□■ □□□□□□□□□■
□□□□□□□□□■ ↓少し太めの罫□□■

（注意） 以下の太さの罫線は，印刷所での最
終出力時に消えてしまい出力されないので，使わない
でください．

表について
表は ， 級で組まれるように設定しています．
また，少し太めの横罫線を引くために， と
いうマクロを設定してあります．

キャプションについて

図表のキャプションを和文と欧文で指定する必要が
あるため，欧文キャプション用に というマ
クロを設定しました．使い方は と同じです．
キャプションの幅は， 段の図の場合は に，
段抜きの図の場合はテキストの幅の に設定して
います．幅の長さを変更したい場合は， コ
マンドの前で に長さを指定すれば，その
長さの幅で折り返すことができます．

デフォルトは

文献の引用について

文献引用の については， および
に手を加えたものを使用しています．

例えば， とすれば，次の
ように番号が続く場合は省略し，番号順に並べかえま
す ～ ～ ）．

その他

コンパイルに必要なパッケージ
本クラスファイルは，クラスファイル中で パッ
ケージを読み込んでいるため，コンパイルには
パッケージが必要です．
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本クラスファイルで定義しているマクロ
， という行間ス

ペースを定義しています．その名のとおり， 行
空け，半行空けに使用してください．和文の組版
の場合は，こうした単位の空け方が好まれます．
倍ダッシュの は， というマ
クロを使用してください． を つ重ねると，
と の間に若干のスペースが入ることがあり見苦
しいからです．
このほかに，あらかじめ ）， ），

）を組み込んでいます．使い方については
参考文献を参照してください．
数式中でボールドイタリックを使用したい場合は，

と， パッケージを読み込ませてください．
なお， では
に代えて， を使うことを勧めま
す．これならば，数式の上付き・下付きも小さく
なります．

欧文用クラスファイルについて

欧文記述用のクラスファイルは， です．
記述方法・様式とも和文記述用クラスファイル

に準じていますが，異なるところが若干あ
ります．それを，以下に示します．
論文タイトルを出力させる ～ を

～ に変更．
著者所属を出力させる の引き数を一つ

に変更．
～ に指定する文字列を

， ， ，
， に変更（それぞれ，資料，原著，

短報，技術報告，総説に対応）．
和文アブストラクトを出力させる 環境

を出力させないように変更．
引用文献を出力させる を削

除．

タイピングの注意事項

和文の句読点は， ， ．（全角記号）を使用し
てください．和文中では，欧文用のピリオドとカ
ンマ， （半角）は使用しないでください．
括弧類についても，和文中で欧文を括弧でくくる
場合は全角の括弧を使用してください．欧文中で

はすべて半角のものを使用してください．
例：クラス（ ）ファイル
上の例のように括弧のベースラインが異なりま
す．
アラインメント以外の場所で，空行を広くとるた
め， による強制改行を乱用するのはよくありま
せん．
空行の直前に を入れたり， を つ重ね

れば，確かに縦方向のスペースが広がりますが，
のメッセージがたくさん出力

されて，重要なメッセージを見落としがちになり
ます ）．

， などを使用し
て空行をとるようにしてください．
（ ）のように （） 内や の前後にス
ペースを入れないでください．
プログラムリストなど，インデントが重要なもの
は，力技（ の使用や などに
よる強制改行）で整形するのではなく， 環境
や 環境などを使用して，赤字が入っても
修正がしやすいように記述してください．
数式の中で， ， を括弧のように使用することが
よくみられますが，数式中ではこの記号は不等号
記号として扱われ，その前後にスペースが入りま
す．このような形の記号を括弧として使いたいと
きは， （ ）， （ ）を使うように
してください．

は，段落中の数式の中（ ）では改行を
うまくやってくれないことがあるので，その場合
には を使用することを勧めます ）．

参考文献

） クヌース ブック， アスキー出版
局，東京， ．
） 大野義夫編 入門， 共立出版，東京，

．
） 野寺隆志 楽々 ，共立出版，東京， ．
） レスリー・ランポート 文書処理システム

， アスキー出版局，東京， ．
） 奥村晴彦 美文書作成入門， 技術評論
社，東京， ．

） 伊藤和人 トータルガイド， 秀和シス
テムトレーディング，東京， ．

） 野寺隆志 今度こそ ，共立出版，
東京， ．

） 磯崎秀樹 自由自在， サイエンス社，
東京， ．

原著・日本人間工学会誌 クラスファイルの使い方



） 古川徹生，岩熊哲夫 のマクロやスタイ
ルファイルの利用（ ）， 東京， ．
） 藤田眞作 化学者・生化学者のための
パソコンによる論文作成の手引， 東京化学同人，
東京， ．
） 鷺谷好輝 日本語 定番スタイル集

， インプレス，東京， ．
） 奥村晴彦監修 入門 美文書作成のポ
イント， 技術評論社，東京， ．
） 阿瀬はる美 てくてく ， アスキー出版
局，東京， ．
） 藤田眞作 マクロの八衢， アジソン・
ウェスレイ・パブリッシャーズ・ジャパン，東京，

．
） 高山健三 ，

， ．
）

）

） ポール・ ・エイブラハム 明快 ， アジ
ソン・ウェスレイ・パブリッシャーズ・ジャパン，
東京，
）

）

）

）

）

） 中野賢 日本語 ブック， アスキー
出版局，東京， ．
） 奥村晴彦 美文書作成入門， 技術
評論社，東京， ．
） 藤田眞作 階梯，アジソン・ウェス
レイ・パブリッシャーズ・ジャパン，東京， ．
） 乙部巌己，江口庄英

ソフトバンク，東京，
．

） マイケル・グーセンス，フランク・ミッテルバッ
ハ，アレキサンダー・サマリン コンパ
ニオン， アスキー出版局，東京， ．
）

） 江口庄英 ，
ソフトバンク，東京， ．

付録：削除したコマンド
本誌の体裁に必要のないコマンドは削除しています．
削除したコマンドは， ， などです．
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